
　　　　

令和6 年 4 月 1 日

平日 10 時 00 分から 19 時 00 分まで

土曜・長期休暇 9 時 00 分から 18 時 00 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

・季節行事、外部講師を招いての行事、長期休暇期間の毎日の行事などの実施

・集団OT訓練の実施

・親子やご家族で参加できる行事の実施

家族支援

・保護者会や親子行事、勉強会をおこない、保護者同士の交流を深める場の提供

・送迎時や電話、連絡帳、SNSを使った相談支援　　　　　　　　　　　　　      ・

相談支援専門員やご家族、関係機関との定期的な支援会議や支援計画の調整

移行支援

・移行先との支援内容、方針などの共有、伝達

・具体的な移行を想定した評価

・移行先の受け入れ体制作りの協力

地域支援・地域連携

・学校や他事業所、各関係機関との連携

・自立支援協議会への参加

・実習生受け入れ

職員の質の向上

・自治体や社会福祉協議会などが主催する研修への参加

・虐待防止研修やAED講習などへの参加

・事業所内での研修、勉強会の実施

・外部講師を招いての研修会の実施

支　援　内　容

・身の回りを清潔にし、手洗い、うがいなどの感染予防や排泄、食事、着替え、などの生活に必要なスキルを習得できるように支援していきます。

・見通しをもって主体的に生活ができるようにお子様一人ひとりに合ったスケジュール提示（声かけや文字、絵カードなど）をおこないます。

・心と体の成長や変化に寄り添った支援をおこないます。

・活動を通して、様々な刺激や感覚を体験できるように支援します。

・PT、OTの指示のもと、一人ひとりに必要な訓練を実施して、お子様の日常生活や将来の生活が過ごしやすくなるような支援をおこないます。

本

人

支

援

・人の話を聞く、相手をよく見る、苦手なことにも取り組むなどに視覚情報での支援を適切に取り入れながら、聴覚情報と合わせることで認知機能の発達を促します。

・お子様が「がんばってよかった」と感じられるような関わり方や内容の設定を工夫しておこないます。

・活動や行事を通して、コミュニケーションを学べる機会を多く作ります。

・言葉だけでなく、ジェスチャーや絵カードなどお子様一人ひとりに合った方法を考えます。困ったときにヘルプが出せるようにお子様に合った方法を伝えていきます。

・挨拶やルール、マナーなど社会生活で必要なスキルを身に付けられるような支援をおこないます。

・集団での活動を通して、友達や周りの人との関わり方や人間関係における問題を解決するための行動を選択できるように一緒に考えます。

支援方針 わたしたちは障がいのある方が夢をもって、その夢が叶えられる環境づくりを目指します。

送迎実施の有無 あり なし営業時間

法人（事業所）理念 日本一、感動と感謝が集まる会社を目指します。

事業所名 夢・志援センター 作成日支援プログラム（参考様式）


